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 ６月４日の「むし歯予防デー」に合わせて、４日～１０日は「歯と口の健康週間」として全国的に取組が行われ

ています。芝川小でも、さまざまな活動を行っていきます。御家庭にお願いすることも多くなりますが、ご協

力いただき、家庭でも歯の健康について考えるよい機会にしていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯科健診後、治療のおすすめのお手紙をもらった人は早めに治療しましょう。永久歯のむし歯はもち 

ろんですが、乳歯は歯質が弱く溶け始めると数か月ほどでむし歯が神経まで進んでしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 歯に関する学級指導 

学年の実態に応じて、むし歯

のでき方や歯の働き、歯肉炎

などについて勉強します。 

歯の口の健康月間の活動 

● 歯みがきテスト…６月２日（月）～１５日（日） 

家庭にカラーテスターを１錠ずつ配ります。お家の人と一緒

に歯みがきテストを行ってください。自分のみがき方のクセ

を知りましょう。 

● 保健委員会や児童の取組 

① 歯と口の健康週間の呼びかけ 

６月６日（金）の校内放送で、保健委員会が呼びかけを行います。 

② 歯・口の健康啓発標語コンクールへの応募 

「守ろうよ 人生１００年 歯も１００年」 が、学校代表作品に決まりました。 

③ 歯と口の健康に関する図画ポスターコンクールへの応募  

昇降口に掲示していますので見てください。学校代表作品６点はコンクールへ出展しています。 

 

 

歯並びが気になる人へ ～ぜひお試しください～  

①食事中には飲み物はなるべく添えない……飲み物を飲みながら食事をとると、どうしても流し

込んで食べる癖がついてしまい、あまり噛まなくなって、あごが発達せず、ますます歯並びが悪

くなるとのこと。食事中の水分は、お味噌汁やおかずからとるようにしましょう。 

② かたいものをたくさん食べる……あごがまだ発達途中の小学生時期の場合、今現在、多少歯並

びがガタガタでも、かたいものを意識していつも食べるようにするだけで、あごが大きく広がり

歯並びがよくなっていくそうです。よくかむ食事がポイント。 

③ 口を閉じる癖をつける……気がつくと無意識のうちに、いつも口をポカンとあけてはいません

か？ふだんから意識して口を閉じるように（できれば口角を上げて！）するだけで、唇が自然の矯

正器具の役目となり、歯並びを整えてくれるそうです。口呼吸になるのを防ぎ鼻呼吸をするよう

になるので、感染症にもかかりにくくなります。 

 

 



熱中症の症状と対応 

熱中症を予防するために

しよう 

 

 

  

『おとなに近づく体と心』について学習しました 

６月になると気温や湿度が高い日が続きます。子どもは体温調節機能が未発達なため、熱がこもって熱

中症になりやすいことが懸念されます。熱中症は重症化すると命に関わります。普段からの予防が大切です

ので、御家庭でも御注意ください。 
 

 

 

 

 

 

舘岩自然の教室を前に、５年生で「おとなに近づく体と心」について養護教諭が授業を行いました。月経や射精

のこと、具体的な手当ての方法やエチケットが主な内容です。また、思春期の体や心の変化は大人へと成長して

いる証であり、肯定的にとらえられるよう、相手を思いやることの大切さについても伝えました。 

思春期の子どもが男女の体や性に興味をもつのは発達的に自然なことです。現在はスマホやタブレットなど

調べる媒体が豊富にあり、自分で調べ、たどりつくものが必ずしも正しい知識や情報とは限りません。（むしろ間

違っていたり危険が近くにあったりすることも…）。情報過多の時代、家庭と学校が協力し合って、子どもたちが

正しい知識を得られるようサポートしていきたいですね。気になることは、いつでも保健室に御相談ください。 

 

 

 

①こまめに水分＋適度な塩分を補給する 

＊学校に行く前、ついた時、帰る時、運動 

  の前・間・後に、少量をこまめに飲む。 

＊のどがかわく前に飲むのが 

ポイントです！ 

②服装に気をつけて、直射日光をさける 

＊外では、ぼうしをかぶる。  

＊涼しい服装や、薄着をする。 

  （吸湿性や通気性のよい素材を選ぶ） 

③生活リズムを整える 

＊すいみん不足に注意する。 

＊バランスのよい食事をとる。 

＊とくに朝ごはんをしっかりとる。 

④体調不良の時は無理しない 

＊かぜや下痢など体の調子が悪いと、熱中症に 

なりやすい。（ 

＊具合が悪くなったら早めに先生や大人に伝える。 

重症度 軽症 中等度 重症 

症状 めまい、立ちくらみ、筋肉痛、

こむら返り、大量の汗 

頭痛、吐き気、嘔吐、 

体がだるい、軽い意識障害 

意識障害、けいれん、 

まっすぐ歩けない、高体温 

対応 ◎涼しい場所（クーラーのきいた部屋）へ移動する。 

◎衣服をゆるめ、保冷剤や氷水で体を冷やす。 

 （首や脇の下、太ももの付け根など太い血管を冷やすと効果的！） 

◎水分と塩分（スポーツドリンクや経口補水液など）を補給する。 

◎意識がない、自分で水分がとれない、３９度以上、症状が回復しない時は、救急車を呼ぶ。 


